


出雲市が掲げる交流人口１千万人の“神話観光大国”の創造を

目指して、年間およそ260万人という島根県内最大の観光客が訪

れる出雲大社に、門前町の再生を目指して建設が予定されている

出雲阿国座が注目されています。　

歌舞伎、舞踊、能、狂言、神楽など伝統芸能の上演施設として

出雲市が計画、官民で設置した「二十一世紀大社門前町開発調査

検討会議」が半年間かかって２月に出した報告に沿い、出雲大社

球場のある場所に2008年度の完成を目指しています。　

芸能の上演だけでなく、児童の古典芸能学習などのプログラム

体験教室や、出雲の食文化をはじめとした市内の特産品の販売な

ど、出雲市民の活力の拠点として多くの用途が期待されています。　




